
No.1

（回収率65％　60/93）

その他

・必要性は感じているが、取り組む準備が整っていない。

その他

　①②と答えた方

・「a」の理由によるｽﾀｯﾌの精神的ｽﾄﾚｽ

・夜間看護師が不在のため、介護職の負担が大きくなる。電話当番が対応している。

・看護職員の人数…もう少し増えると一人にかかる負担が減らせる。

高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和4年度10月調査）

⑤その他,  

5%

④取り組む予

定はない ,21%

③取り組

みたいと考

えている, 
17%

②希望があれ

ば取り組んで

いる 40%

①積極的

に取り組

んでいる, 
17%

看取りの取り組みについて
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k.その他

j.居室環境の整備ができない

i.本人･家族への医師確認、決定支援が困難

h.協力してくれる訪問看護師の確保が困難

g.協力してくれる医師の確保が困難

f.看取りをしない施設の方針

e.職員の理解と協力が得られない

d.看護職員が常時施設にいない

c.看取りを行うための夜間体制が充分でない

b.急変時の対応が不安

a.緩和ｹｱや看取りに関する知識が足りない

看取りの取り組みについての回答に関して

①②と答えた方：課題と感じていること ③⑤と答えた方：不安や課題と感じていること

④と答えた方：看取りをしない理由について

その他,12%

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ

ﾑ, 25%

ｻ高住, 5%

住宅型有料

老人ﾎｰﾑ, 

28%

介護付き有料

老人ﾎｰﾑ,  9%

老健, 8%

特養, 13%

施設の種類

その他

・小規模多機能

・経費老人ﾎｰﾑ

・養護老人ﾎｰﾑ



No.2

　　　

高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和4年度10月調査）

90令和3年度看取り合計件数

無回答,  2%

②ない, 46%①ある,  52%

看取りの経験について
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看取り期における医療機関への搬送を決定した理由



No.3
高齢者等施設における看取りへの取り組みについてのアンケート　 （令和4年度10月調査）

無回答,  6%

④聞いていな

い 22%

③両方に聞い

ている,27%

②家族に聞いてい

る 45%

①本人に聞いている, 0%

利用者本人または家族の看取りに関する希望の聴取

②ない,27%

①ある, 73%

訪問診療・往診の利用

②ない,  55%①ある, 45%

訪問看護の利用

②ない, 75%

①ある, 25%

訪問薬剤の利用

無回答 2% ②知らな

かった 3%

①知っている
95%

在宅医療の活用が看取りを

可能にすることについて


